











































































































運動性失語群では入院時の FIM 運動小計・FIM 認知小
計・MMSE と退院時の SLTA 総合評価尺度には相関が
認められたが、感覚性失語群には認められなかった。ま
た、モダリティー別にみると運動性失語群の入院時の


















② CT ／ MRI 三次元表示ソフト（Volume Extractor）
を用いて、失語症者の CT 画像を基に出血領域を特定
し、その位置と範囲を数値で表現することが可能と
なった。
③現在、脳神経外科医師が CT 画像に病巣部を特定し、
その画像を基に他の評価結果との関連性を検討してい
る。
４　今後の具体的な展開
1）近赤外分光法による脳酸素変化量の測定
　本研究では、試作刺激音環境下での失語症患者の近赤
外分光法による脳血中酸素変化量の測定ができたが、失
語症状別に脳血中酸素変化の特徴がはっきりとした結果
が得られたなったため、刺激音や測定部位の再検討が必
要であると考えられた。
2）失語症タイプの再検討
　今後は、誤判別例についての再検討と流暢性を含めた
SLTA 以外の因子の検討も行う必要であると思われた。
また、他の失語症タイプについても同様の検討を行い、
今回検討に加えなかった項目を含めた再検討が必要であ
ると考えた。
　臨床場面では、失語症の分類が評価者それぞれの基準
で行われるため、その客観性が問題となることがある。
そこで、今回検討した客観的評価指標を導入することで、
担当者によるばらつきのない、より客観的な判断が可能
となるのではないかと考えている。
3）失語症者の脳画像
　今後は引き続き脳神経外科医師による CT 画像上での
病巣部特定を行い、その結果を基に分析処理の後、他の
評価結果との関連性を検討する。
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